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図9.迅速診断キットによる
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図 10。異常行動と睡眠の関係
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図 11。薬の組み含わせ
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注 :タ ミフル、シンメトレル、リレンザ、アセトアミノフェンの4剤の服用有無が明らかな症例についての内訳。

4剤のうち一部薬剤処方有り症例でも、併用状況が不明な症例は「いずれかが不明Jに分類。
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図 13.患者の年齢
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図14:患者の性別
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図20。 インフルエンザ迅速診断
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・ 新型インフルエンザの大きな流行に併せて、異常行動の報告も多かつた。

・ 重度の報告のピークは、新型インフルエンザのピークよりも4週間早かつた。

・ 異常行動の発生状況について、これまでの報告では、従来の季節性インフルエン

ザにおける異常行動の報告傾向と概ね類似しているが、新型インフルエンザ患者

発生の状況に応じて年齢が若干高<H才が最頻値で、男性の方がやや多かつた

`・
薬剤の使用状況に関しては、10代へのタミフルの処方差し控え以降、相対的に、

リレンザ服用例が増加していると目われ、両薬斉」での報告害」合はシーズンによっ

て異なるが、2009-2010シ ーズンでは、リレンザ服用例での異常行動報告例が、重

度異常行動全体でタミフル服用例と同程度、突然の走り出し、飛び降りでタミフ

ルがやや多いという状況であつた。このような状況からは、従来の季節性インフ

ルエンザと同様に、抗ウイルス薬の種類、使用の有無と異常行動については、新

型インフルエンザでも特定の関係に限られるものではないことが窺える。

・ また、異常行動の報告内容には、飛び降りなど、結果として重大な事案が発生し

かねない事案も従来同様に報告されている。

〇以上のことから、新型インフルエンザに対しても、従来の季節性インフルエンザ同

様に異常行動が起こり得るとして、従来の注意喚起を継続することが必要と考え・

られる。




